
着くには「対話」が大事だと。私は、この学びをも

う少し本腰を入れて深められるなら、と考え、技師

から事務職へ転じる決意をしました。その後、産業

カウンセラー、キャリアコンサルタントとも出会

い、傾聴の大切さをさらに深めました。 

いま院内での私の役割の半分は、職員相談、患者

さん相談、院内外のコミュニケーション研修、イン

ターンシップで来院する中高生への職業紹介など

です。先日、元小学校の校長先生とお話しする機会

があり、「あいさつ」談義で共感していただいたこ

とが印象に残りました。先生は、子どもたちにこう

伝えているそうです。「あいさつって、目の前の人

があなたを敵か味方か判断する分かれ道になって

いるんだよ」と。昨年の夏、高校生がインターンシ

ップに来院しました。私は朝のオリエンテーショ

ンで、「今日はこれから患者さんや看護師さんな

ど、多くの人たちとすれ違います。ちょっと頑張っ

て、相手より先に、相手の目を見て、口角を少し上

げて、あいさつしてみてください。何かが起こりま

すよ」と声をかけました。その後、看護部やリハビ

リの現場実習を終えて帰ってきた生徒たちの感想

はこうでした。「患者さんに自分からあいさつした

ら、笑顔であいさつが返ってきて、その後、話が弾

んで、本当に幸せな気分になりました。」 

最近のコミュニケーシ

ョン研修では、このエピソ

ードを冒頭で紹介するよ

うにしています。小さい頃

からずっと言われ続けて

きた「あいさつ」は、生涯、

自分を守り、幸せにしてく

れる大事な「鎧」なのかも

しれません。                                     

 

 

  

秋田県内在住の産業カウンセラーの皆さん、こんにちは！  回覧板冬号をお届けします！  

「対話」は、やっぱりあいさつから！ 

船越 俊幸  

2025 年 6 月、鹿児島県十島村のトカラ列島で

地震が群発しました。報道を賑わせたのは、住民

90 人弱の「悪石島」でした。私は、この島の名前

がニュースに出るたびに、「なぜこんな名前の島

なのだろう。昔、何かあった島なのだろうか。住

んでいる人は気の毒だなぁ」と勝手に思い込んで

いました。ところが、ある日、日本経済新聞のコ

ラムに、私の疑問への答えが書かれていました。

悪石島の住民の方々は「ここは天国のような島だ

から、誰も近づかないように怖い名前にしてあ

る。その昔、島名変更も持ち上がったが、議会は

これを却下した」と。ドキリとしました。やはり、

「対話」してみないと、その真意はわからない。

思い込みで決めつけていた自分が、恥ずかしくな

りました。  

私は病院に勤めて 41 年になります。21 歳で診

療放射線技師として採用され、その後、50 歳の

ときに転機が訪れ、事務職に配置替えとなりまし

た。理由は、病院の売却・廃止の危機を乗り越え、

公的に存続することが決まったことを契機に、地

域住民や行政との橋渡し役、そして職員や患者さ

んとの対話役を担ってほしいという院長の強い

希望があったからでした。40 歳頃から「医療メ

ディエーション」という学びに出会い、患者さん

と医療者の間に立つ中立の橋渡し役（医療メディ

エーター）が、コンフリクトを解きほぐし、Win-

Win の関係をつくれる――そんな魔法のような

ロジックがあると知り、研修を重ねてきました。

表層の怒りの奥に隠れた深い想い。そこにたどり  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田県運営部への問い合わせなどにご利用ください。  

運営部長連絡先  080-9259-6005 

メール  jaico_akita●yahoo.co.jp 

スパムメール防止のため、●を＠に置き換えて

ご利用ください  


